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震災当時の首都圏アンテナショップの事例

• 3月１２日朝から買い占め騒動があり、スーパーマーケットの中で営
業していた福島県のアンテナショップにはお客様がなだれこんでき
た。

• ２日間でほとんどの商品が売り切れてしまった。

• 現地が被災し、物流が途絶えた。

• ３月１６日には中通り、会津地区の生産者がアンテナショップに農
産物を燃料がない中車で納品。

• 米５ｋｇ２００袋３０分で完売。ネギなどの農産物も完売。お客様
から福島を支援したいとの声相次ぐ。

• ３月１７日には江東区の小学校の給食でアンテナショップから購入
したジャガイモを使用してもらった。テレビニュースになる。



• 物産展での返送品をアンテナショップで販売。

• 毎日売り上げが３倍以上になる。

• 次々に農産物が出荷規制される。

• 岩手県産原乳で作られた福島県産ヨーグルトが大人気。

• 首都圏では納豆不足。県産納豆を生産者が越境して宅配便でアンテ
ナショップに納品。納豆が人気。

• 出荷規制されていない地区の野菜、山菜人気。

• ゴールデンウイークまで復興支援買い続く。

• ６月中旬さくらんぼ販売。前年比売上３倍

• ７月中旬早生品種桃販売。前年比売上１０倍

• 桃主力品種あかつき前年比２倍。産直ギフトは前年並み。



• 米 極早生品種「五百川」放射性物質限界値以下 ８月３１日
販売開始。例年販売の極早生品種「瑞穂黄金」も販売。米価上
昇５ｋｇ2800円 極早生品種売上は約3倍

• 秋のイベント参加。生産者と区民祭、市民祭、企業内マルシェ
に参加。短時間で県産品売り切れ。

• アンテナショップ内主力品種コシヒカリ 売り上げは例年並み

• 年末福島牛販売。低価格帯は売れたが、高価格帯は不調だった。

• 年明け後、復興支援買いの気運は落ち着いてしまった。

• 平成23年度アンテナショップ総売上は前年比170％



地元福島のアンテナショップの取り組み
• 地元のお客様が楽しんで県産品のお買い物ができる場を提供す
る。地元のお客様が喜ばない店が県外のお客様が喜んで利用さ
れるとは思えない。まずは地元客第一主義。

• 話題の商品を提供するのではなく、話題を作り出す。

• 話題の商品はどこよりも早く仕入れて販売する。特に農産物、
海産物はどこよりも早く提供する。

• 現地に行けない方ために、県内中から商品を集める。買ってい
ただいたお客様には現地、生産者、本店でお買い物、飲食をし
ていただけるよう案内する。

• 当たり前の商材を輝かせる。地元の方にもっと関心を持っても
らう。地元のお客様が口コミで県外観光のお客様に宣伝しても
らう。





震災以降の観光物産館売上推移
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ブランドかぼちゃ 金山の赤かぼちゃ









福島県の新品種ブランド米福、笑い







今年度デビューいちご「ゆうやけベリー」
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